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施設入所児中、ぐ、問題児の生活治療の

嫁術にかんする研究

ぞ幼稚園児における問題行動め追跡的研究一

研究第9部 多　　 r勢・　 豊．　次※

　昭和43年に調査したと同じ幼児の母親に、間題行動に

かんする質問紙および社会性にかんする質問紙を配布

し、評価してもらぢた。その結果、質問紙作製上、不必

要な項目と必要な項自、間題とみなされない行動とみな

してもよい行動・1年後における問題行動の変化がより

舅らかにされた。　（前回の研究にかん’してはき、当研究所

紀要第4集を参照のこと）1揺

ノヘ

1　目 的

ン前回においては、全 ぐチェックされない項目と、反対・

に多くヂ出ックされた項目が摘出され｛又、社会性の高

低と関連のある項目も摘出された。そこでこの度は、こ

れらの項目が～1約1年の保育期間を経た後に、どのよう

に変化し《行くかを追跡して、項目の選定にさらに考察

を加え、同時に保育効果の検討をも行なお ケと試みた。

1　方 法

　前回と同じ幼児72名、の母親に、再び幼児行動調査衷お

よび行動評価用紙を配布し、チェックしてもらった。た

だし・回螂5名であった・協邸和4弗聯

る。　　　
、．

皿　結 果

L全くチェックされなかった項旧にかんしては、入　 3．1回目および2回目間において増減のはげしいも

園当初および丞園1年後（以後、：1回目および2回目ζ・

呼ぶ）、の両方にゼロのものレ1回目のみにゼロのもの、 二

2回目のみにゼロのものに分類した（第1衷）。．

　2，数多くチェックされた項目にかんしては、1回目

および2回目の画方に多いものを選出した（第2表）。

、
りを畢串 レた（第3奏⇒。

．．
r4』、 、低社会性グルーブおよび高社会性グルーブに多い

　・項目にかんしては、両回に多いもの、、1回目のみに多い

　もの、2回目のみに多いものに分類した（表4）。（低グ

　18名、中1罰25名、　高グ16名ら』ただも6名は回収なし）。

lv　考

　1．質問紙作製上、不必要な項目および必要な項目。

　1）不必要な項目は第1表におけるごとく、特に両回

において全くチ昌ックされなかったもの、1回目のみに

テェック峯れ蓼参っなも㊨（ただし、』 ※印gもΦ曝婁回

．※　本研究礁あ鳶 り・調査1こ御協力下さ塵た多数φお

　母さん方・』申梅幼稚園Φ久湶甲浩園長なちびに諸先

　生方・および資料グ）整理シご当1づていただいた立教大

　学生ぐ 三谷真理子さ んに心から感謝いた．します。

察
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目砒輸多くチ；・殖拠塵瞬＞・および胴
目のみに九ックさ糠酔砕顔ら※印のもの趣
く）と考えられる。

　2）1レ為芽って必要饗蓼目は上記以外鈴もり余部であ

灸ビ特に大事薪狽貝は第．3蒙マ》増減りはザ、しいもの、 お

選び低社会性）高鴛傘讐之々尽ゾに多い嚢のであ拳。第2

表の両回に比較的多いものは・一般によく見られるとし7・

うだ←ナで弘1特｝こ大尋拝な頂目と苧よ多》えなし、カ・も知れなレ弼。

一269一



日本総合愛育研究所紀要 第5集

第1表　チ呂ックされなかった項目

行動・性’∫・格τ｛
い

　　し
湘、神ン経！」症・：的ピ習ご』癖 ）・．二涯梅身体症状

両

回

に

お

い

て

かげ口をいう

協力しない

持続できない

大げさ」こし、う

子供ら しい処がなし・

赤ん坊じみてる

年下の子供とでないと遊べない

よく嘘をつく

物を盗む・

家のものを持ち出す

残酷なことを好む

人のものを奪う

悪い遊びをする
大人にばかり相手をしてもらい
たがる

食べ物でないももみを欲し塞ざト

葎中重こ季い摩、りする「

巳胸がニドキドキするという

　急に脈が早くなる

気を失う

　ひきつけや発作をおこす

　手足のふるえることがある

手足のしびれることがある

　圓をパチパチさせる

　ほほをピクビクさせる、

鼻をクソクソさせる

　肩をピクビク動かす

　’首をよく’ふる

　急に目が見えなくなる

　急に耳が聞こえなくなる

　急に声がでなくなる

仲間はづれにする．　　　　（1、下腹部を こする 　　　　　（1 めまいを起こしやすい　　 r ・： （2）

一回目・r
悪口をし、う　　　　　　　　　　　　　　　（1）

人からはなれない 　　　』（D

※性的なことをよく口にする，　（3） 胸が痛いということがある． （1）

間おもらしをす逢 　　　＝（1）

の みなの前に出たがらない　　　（1） 大便をもらす　　　　　　　（D
み（カ

※友だちがない　　　　　　　　（3）

いつも遅れてしまう　　　　　　（6）

たえず体をゆする　　　　　（1）

ツコ　1

※みなσ）ように行動できない　　（3）

内 感情を表わせない　　　　　O）
はr

自分からはじめない一　　　（2）
回目の 人の後にぱかりついている　　（2）

クビクしている　　　　　　　（1）

数） 黛嫌が直らない　　　　　　　　（2）

わい気がない　　　　　　 （1） 1

＿　　（1）

回 　（D
目　　㌧
のF

（2）

み　※（4）

　
カ　　 （1）

　ツ
　　　①コ

内　　（D
は

　　　（1）

回、　（1）

目
　　　（2）の「

　　（2）

）

よく他をすぐに批難ずる

いじめる
わざと口をきカ・なし、

赤ん坊のようにしだがる

返礁ができない∵』

人見知りがはげしい・

なかなか始められない
変比大人びている

甘えようとしない

買い食いをする

一やたらに物をこわす

※（8）1 むやみに食べる
　（1）　眠1り力書浅レ、・

　（2） 物膏などで目を覚ましやすい

（1）r少しのことぞ青ざめる 』』

（D飲んだものを自にもどす一・

＼

2，”簡題とみなされない行動とみなされる行動。1

　1）』）むしろ望ましいとさえみなざれる項官庶、高社会

齢ルーゾ1こ多いもめで（第嬢）、嶺楠回乏もに多い

もめそある。1

　2）’かならずしも問題とみなされない項目は、第2衷、

第3表において○印のもの（低祉グ・高社グに属してい

る以外のもの）である。

β〉 蘭とみなされ頻目は・r鰍鰭勿レ石水多
いもので・特1ご両回ともに多いもρである。

　3．入園当初時ど入園1年後における問題行動の変
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第2表　増減は少ないが、画回に比較的多いもの叉1’』、

　　　〔齢騰緯搦毒纒畿ぢ§麟灘鰹弩臨硬町

、行』・ 動・性 格

　（33－29）甘える

○（31－23）くやしがる

○（26－19）はしやぎやすい

○（24－22）ふざける

神経症的 “習・癖

○（23－20）食事の量が少ない

○（21－18） 』食事が畏くかかる

　（16－14）声がかん高い

○（16－L3） 鼻をほじくる

○（23－16）思い通りにしよう葬すう

　（22－22）要求を通そうとする

　（22一路）恥かしがる
（2・一L6）葛ねたり・ふく弗たりす

○（16－L2）用心深い

○ （15－L3）神経質である　　　　 ・

○（14－8）おちつきがない

○（11－15）　しつっこい

身　体　症 状

○（13－n）よくかゆがる

第3表 両回に多い、少ないにかかわらず、増減のはげしいもの　　　　　　　　　　　，、、．、、

　　！纏騒脳み門継睾層驚，野鑓饗骸攣ま滋）、

行 動・性 格 神経症的習　癖
　』 （22－H）おしゃべりである
○（23－13）やってもらいたがる・

　』（L4－6）強檎である

○（13－22）気が小さい

○（3－12）ものごとを気にする

○（7一婚）一番になりたがる

○（書一の、いくじが加、

○（、4－ll）グ琴グズしている

○（1－7）主張や反抗をしない

○（10－15）きちょうめんである

○（お一5）一人寄をよくいっている

○（IO」 3）ねぽける

身　体　症　．状

σ（11－3〉よく汗をが《

○（12－5〉便秘をしやすい

○（6－L4）・、乗物獣ξに酔いやすし、’

○（io－15》トかぜを引 きやすい

化。

　1）　入園1年後に多く減少したものは第3表上段の項

目である。又、第1表の赤ん坊のようにしたがる、むや

みに食べる、も含める。

　2）入園1年後に多く増加したものは第3表下段の項

目である。又、第1表のミいつも遅れてしまうミモ友だ

ちがないミミみなのように行動できないモミ性的なこと

をよく口にするミの4つも含める。

　3）第2表、第3表における項目の増減をみて、年令

差の要因よりも、幼稚園生活の経験という要因の方を重

視したい。すなわち、（1）第1表「2回目のみ」のモ赤

ん坊のようにしたがる≒および第3表上段のミやっても

らいたがる。の減少は依存性の軽減を示している。（2）

第3表上段の“おしゃべりである、独り言をいっている昏

の減少は社会的言語行動の増加を示している。　（3）第

3表上段のミ強情である籍の減少は社会的態度の成長を

示している。（4）第1表「1回目のみ」のミ友だちがな

い、いつも遅れてしまう、みなのように行動できない≒

が新しく出現したこと、および第3表下段の項目（ミー

番になりたがる鳶を除いて）は新しい生活環境における

非社会的問題行動の増加を示している。（5）第3衷上段

のミねぼける、よく汗をか・く、便秘しやすい美の減少に

ついて、およびミ乗物などに酔いやすい、かぜを引きや

すいモの増加については、十分な医学的考察が必要だが、
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第4衷　低祉会性グループあるいは高社会性グル雫ブに多齢項目 　、・ 1　　∫一序

〔難禦騰騒鋼チザ鷺が少な騰し一（またを・＝3）’あるいは

両
回

に
お

い
て

回

目

の

み

回

目

の

み

低社会性グルーブに多い項目

すねたり 、ふくれたりする

耳らかしカ｛る

甘える

自分から話・しかけられない

依頼心が強い

新しいことをあまりしない

マネが多い

恐がりやすい

気が弱い

偏食が多い
気分によって食べなかったり
する　　　　　　　 、口

強情である

命令をしたがる

主張したり反抗した1りしない

大人レい子としが遊べない、、．

燃グズεズ喝
心配しやすい

人目を引きだがる

いつま・でもいい張る

声がかん高い

顔吊ッ撤が多いばあ照、・甲方が他方の2鶴上芝した． 〕

㌶㌻譲の
低　　中　　高

｛　　　　　6　　　14　　　0
　6　　　8　　　2・

｛　　　　ド　9　　　監2　　　 L
　7　　　 8　　　1
　　　■

L4　　13　　　6

4　　　4　　　0

4　　　聖　　　0

3　　　E　　O
4　　　4　　　1

5　　　5　　　1

6　　　4　　　2

7　5　2
6，6

』2

：4』　 r　1
4　～　正5 1　　　1

3　　　3　　　0

6　　 4　　　ズ

5　　　5　　　1

3　　　2　　　0

4　　　3　　　1

5　　　8　　　1

高社会性グルーブに多い項目

反抗する

おしゃ苓り1である

夢などを見て醜叫ぶ

よくケンカをする

ボスやり一ダ」忙なる

粛が散りやすい

早口にしゃべる

暗い処では眠れない

・要求を通そうとする1一㌧

おせつかいである

自慢をする

年非の子とばかり遊びたがる

場所が変わると眠れない，
，

1早口にしゃべる

3グルーブ毎の
チェック数

低　　中　　高

｛　1　　　　7　　　　　　4
　0　　　　5　　　　　　3

｛　　2　　　皇2　　　　　　8
　　　　5　L．　　　　　　’5　．

｛　α　　　　4　　　　　　3
　0　　　　2　　　　　　3

0　　　5　　 5

0　　　皇　　　5

．． L　　　6　　　5

『、L　　6　　41

1　　　1　　4

3
0

』6

0
0

rψ

U　　　8
5

　3

2　　
3

3　　・4

1　　3
2　　　3

一応、新しい刺激状況にたいする身心のホメオスタシス　　の追跡により、ある程度明らがにされはじめたが竜さら

の男題蹄1膿論と罵わ〆る幼児、．お、，騨　　よつて岬亀かにし鰍

る問題行動の現われ方とその変化について、入園1年後

㌧1 　一 』　　・　 ・　　1』』 11 1　　』』・“　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斑
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ぐ』」

こ∬忌1 ：くr il』＝ヒ♪：r　 　　 　』』1 　遡：　P．』 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』 ・序

　　～［51くトい・1右 　へ　』『 ＝ご1 1∵＝唇 　　』：1『　 　　1　』　　　　 1F一・も 』：l

i・ジ・』 』　 1』
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A Longitudinal Study of the Behavior Disorders in Preschool 

Children 

Dept. 9 Toyoji Tase 

The three purposes of this study were (1) to select the appropriate Itenls, in making a Child 

Behavier Inventory, (2) to discover the normal and/or desired behavior$ of children which the 

mother once evaluated as 'abnormal and/or undesired' ones, and (3) to follow up the changes ef the 

bchavioral characteristics of children after one year*s Kindergarten life. 

Shortly after seventy-two children entered the kindergarten, their mothers were given the In-

ventory divided into three categories, such as, personality problems, neurotic habits, and somatic 

syndromes. They lvere required to check either "yes" or "no" for each item. They were also given 

in Kindergarten an Adjustment Scale which used the S-point ratings in each question. One year 

later, all the mothers (apart from seven dropouts) were asked to reevaluate their ehildren"s behaviors 

in the previaus Inventory and Scale. 

A Score cn the Inventory was obtained by summing up the number of items checked "yes'*. 

Besides, according to the assessment of the Scale, the children were classified in the High-Adjust-

ment Groups and Low-Adjustment Groups. 

Though the findings are for from clearcut, the present date suggest : (1) About 30 items in 

the Inventoru were not checked "ye$*' at both times, and about 40 items at the first or $econd time. 

These items, therefere, seem to be sliminated from the questionnaire. 

(2) The items typical of High Adjustment Group cannot be evaluated as "undeslred" behaviors 

(3) While the degree of inmatured behaviors (e g. "dependent'", "stublorn", "self-talk*' etc.) have 

decreased after one year, that of maladaptive behaviors (e. g. "withdrawal*', "nervous", "passive" 

etc.) have increased 

~ 
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